
               

 

 

 

平成 20年 1月 21日 

  各 位 
東京都文京区本郷二丁目 38番 18号 
株 式 会 社 カ イ ノ ス                 

                             代表取締役社長  中  村 利  通 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード：4556） 

                     問い合せ先 
                              責任役職者 専務取締役管理本部長 
                                氏   名    徳 永 孔 志 

ＴＥＬ （ 0 3） 3 8 1 6 - 4 1 2 3                
 

           

業績予想及び配当予想の修正について 

 

 

当社は、平成２０年１月２１日開催の取締役会において、平成１９年１０月２３日付「中間決算短信」

で発表いたしました平成２０年３月期通期業績予想及び配当予想について、下記のとおり修正するこ

とを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成２０年３月期通期業績予想値の修正（平成 1９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

                                                           （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想     （Ａ） ４,３００ ７４ ４２ ２０ 

今回修正     （Ｂ） ４,０００ ５０ ２１  ９ 

増減額   （Ｂ）-（Ａ） △３００ △２４   △２１   △１１  

増減率       （％） △７．０％ △３２．４％ △５０．０％ △５５．０％ 

前期実績 ４,０９９ ８７ ７６ １５ 

 

   （修正理由） 

当事業年度における営業活動の状況としましては、インフルエンザ診断薬の改良品を市場に投入

するなど、利益の確保に向けて積極的な事業活動を展開してまいりましたが、市場の状況としま

しては、流行の面では１１月において一時的にインフルエンザがその兆しを見せたものの、１２

月に入ると沈静化し、また、価格面における企業間競争の度合いも激しさを増しており、現状に

おいて当期の業績に貢献するまでには至っておりません。 
また、アレルギー診断薬、ＰＯＣＴ及び輸血検査薬などの分野において当初予想した業績まで

に至っていないため、平成２０年１月２１日付の平成２０年３月期「第３四半期財務・業績の概

況（非連結）」において通期業績予想を修正することといたしました。 

第４四半期におきましても、引き続き業績の確保に向け積極的な営業活動を展開し、利益確保

のために経費効率の改善や投資の効率化を図ってまいります。 
 

 

 

  



 

 

２. 平成２０年３月期末配当予想の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

 

                                                          （単位：円、％） 

 中間期 期 末 年 間 

前回発表     （Ａ） ― ７．５０ ７．５０ 

今回修正     （Ｂ） ― ― ― 

増減額   （Ｂ）-（Ａ） ― △ ７．５０ △ ７．５０    

増減率       （％） ― △１００．０％   △１００．０％   

前年期末実績  ― ７．５０ ７．５０ 

 

（修正理由） 

 

上記のとおり、当事業年度における通期業績予想は厳しい状況にあることを勘案し、平成

２０年３月期における配当につきましては、株主の皆様には大変申し訳ありませんが無配

とさせていただきます。 
 

以    上  


